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巻頭言『One Health（ワンヘルス）について 』 
         公益社団法人福岡県作業療法協会 会長 竹中 祐二 

先般，6月5日開催の当協会理事会におきまして，会長に再任され3期目を務めることになりまし

た．謹んでご報告いたします．今後ともよろしくお願い申しあげます． 

さて，表題ですが，今年の夏は暑かったですね．近年は異常気象による猛暑や度重なる災害などで

地球温暖化の影響を身近に感じます．否応なく自然環境問題に対する意識は高まってきています．皆

さんは「人新世」という言葉をご存じでしょうか．「人類の時代」という意味の地質学の新しい時代

区分です．地質学では新石器時代以降の人類が大発展した現世を完新世と呼び，最も新しい時代とし

ています．しかし，その結果，近年地球の津々浦々にプラスチック，放射能，コンクリート，二酸化

炭素といった人間の活動の痕跡が堆積し，地形，空気，海や川の水質，気候変動へそのしるしを残し

てきました．自然環境は地球上のあらゆる場所でかつてない速度で衰退し，廃棄物や汚染の増加等に

よりかつてない脅威にさらされています．地球の歴史のスパンで言えば人間の活動が地層にまで刻ま

れるほど，短期間で地球環境に影響を与えているということへの警告を含む考え方です． 

この人新世において発生した新型コロナウィルス（COVID-19）は世界中で猛威を振るい，経済活動

の停滞は今なお続いています．この3年でCOVID-19が動物から人に感染する「動物由来感染症

（Zoonosis）」の一つであることから，人類だけを対象とした保健医療には限界があることを私たち

は体験しました．世界には約 800種のZoonosisがあるといわれています．今回のパンデミックや異常

気象による被害などは人の営みが自然環境と密接に関わっています．そのためZoonosisの発生を全体

として減らすには，人間だけでなく動物や生態系の健康を一体として取り組むことが重要です．この

取り組みは医師，獣医師といった医療の専門家だけが行うものではありません．今，世界的パンデ

ミックを防ぐために人，動物，生態系，この3つの健康を，1つのものとみなし，その衛生・保全に関

わる者と市民が連携して取り組むOne Health（ワンヘルス）という視点が世界的に広がってきていま

す． 

「ワンヘルス」は，人間と動物，生態系の健康を一体として捉える考え方です．福岡県では，「ワ

ンヘルス推進基本条例」を2021年1月制定しました．条例には「人と動物及びこれを取り巻く環境

は，生態系の中で相互に関連し，影響し合う一体のものであることから，何人も，これらをワンヘル

スとして守り，次世代につなげることを旨として行動するものとする．」（第三条）との「基本理

念」が記され，県や市町村，医師・獣医師や研究者等は基本理念に則り，それぞれの役割を果たすこ

とが期待されています．私も動物，人及びそれを取り巻く環境は，相互につながっていると包括的に

捉えるワンヘルスの理念と，関係する学術分野が「ひとつの健康」の概念を共有して問題解決に当た

るべきという考え方に強く賛同します．九州の地においては水俣病をはじめとして，かつて人の手に

よって生じた環境汚染が多くの犠牲を生み，その影響は今も続いています．これらの環境破壊・汚染

が人の営み（作業）に起因するものであれば，作業療法もこれらの問題解決に寄与することができる

と信じます． 

最後に，2022年11月11日～13日にアジア獣医師会連合（FAVA）大会がヒルトン福岡シーホークで開

催されます．テーマは「アジアからのワンヘルスアプローチ」です．そのFAVA大会と同時開催される

のが「福岡県ワンヘルス国際フォーラム2022＋FAVA」です．参加費無料で，事前登録が必要です．右

下のQRコードから是非ご参加ください．  
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会長行動（令和4年7月1日～9月30日） 

   7.   5 第1回リハビリテーション委員会 

 4.   4  場所：JR博多シティ10F小会議室 
  7.  11  40周年記念式典実行委員会（Web） 

  7.  11  47委員会運営会議（Web） 

  7.  13  第2回地域包括ケア推進会議（Web） 

  7.  17 横倉先生旭日大綬章授章記念祝賀会 

  2.  11   場所：ホテル日航福岡 

  7.  25 三役会（Web） 

  7.  26 セラピー犬派遣事業施設支援モデル事業 

  2.  11   場所：しいのみ学園 

  7.  28 福岡県理学療法士会・作業療法士会・言語聴覚士会連絡協議会（Web） 

  7.  31 第2回臨床実習指導者講習会（Web）   

  8.   1  第3回理事会（Web）   

  8.   3  R3訪問リハ実務者研修会の事後処理に関する打ち合わせ（Web） 

  8.   8  来客対応（県農林水産部農林水産政策課） 

  2.  11   場所：麻生リハビリテーション大学校 

  8.   9  小川洋さんを偲ぶ会 

       場所：ホテルニューオータニ博多 

  8.  19  保健医療介護部同和問題をはじめとする人権問題研修会 

       場所：福岡県吉塚合同庁舎 

           三士会の共同事業（災害リハ関連研修）に関する打ち合わせ（Web） 

  8.  22  40周年記念式典実行委員会（Web） 

  8.  23  三輪書店セミナー；コロナ禍におけるフレイル対応（Web） 

  8.  27  セラピー犬派遣事業：個別支援モデル 

            場所：麻生リハビリテーション大学校 

  8.  31 来客対応（福岡県介護保険広域連合認定係長） 

            場所：麻生リハビリテーション大学校 

  9.   2  事務連絡会議；セラピー犬派遣事業施設支援モデル事業 

            場所：福岡県庁 

           47都道府県委員会運営会議（Web） 

  9.   6  九州士会長会議（Web） 

 9.  10  第2回47都道府県委員会（Web） 

  9.  12  40周年記念式典実行委員会（Web） 

  9.  16  JRAT代表者会議（Web） 

 9.  21  世界アルツハイマーデー啓発活動 

            場所：麻生リハビリテーション大学校 

 9.  25  セラピー犬派遣事業 

            場所：四王寺県民の森 

           大規模災害発生を想定したシミュレーション訓練（Web） 

 9.  26  三役会（Web） 

 9.  27  臨床実習指導者講習会 事業企画会議（Web） 

 9.  30  就労支援フォーラムNIPPON SUB FORUM①（Web） 

 



Ⅰ．会議開催日：令和4年8日1日（月）19：00 ～ 21：00 

Ⅱ．場  所 ：福岡県作業療法協会事務所 

Ⅲ．理事総数 ：25名 

Ⅳ．参加理事数：23名 

Ⅴ．参加者氏名：竹中祐二，濵本孝弘，佐藤稔，丹羽敦，宮本香織，田中聡，松尾雅宜，福田裕樹， 

        深町晃次，黒木勝仁，許山勝弘，峯﨑佳世子，長城晃一，轟木健市，都甲幹太， 

        青山克実，玉野和男，永田敬生，長彰純，手嶋雄太，手嶋正弘，松本信雄， 

        鐘ヶ江秀俊（以上，理事）． 

        吉田秀樹，志井田太一（以上，監事）中川昇（以上，相談役） 

        田邉慎一（以上，事務局）．（敬称略） 

  欠席者氏名：籾井剛士，古賀昭彦，（以上，理事）． 

            

Ⅵ．議長，書記選出 

 濵本孝弘理事が開会を宣言し，議長に定款第32条により竹中祐二代表理事が選出された． 

 ついで，議長の指名により議事録作成に関わる職務を行う者として鐘ヶ江秀俊氏，田邉慎一氏が 

 選出された． 

 

Ⅶ．議事の経過の要領及びその結果 

 議長は，本日の理事会はWEB会議システムを利用し行う旨を述べ，出席者が一堂に会するのと 

 同等に適時・的確な意見表明が互いにできる状態になっていることを確認した． 

 議長は上記のとおり定足数に足りる理事の参加が確認できたので本理事会は成立した旨を 

 報告した． 

 

審議事項    

1）40周年式典における交通費概算支給について（永田敬生事業部担当理事）     →継続検討 

 永田敬生事業部担当理事より，40周年式典における当日運営者への交通費などの概算支給について 

 提案があった．審議の結果，現状の交通費の規定に則り対処することとなり，日当等の件について 

 は検討課題となった． 

 

2）北九州市への福岡県作業療法協会IPアドレスの提供について（田中聡企画委員会担当理事） 

                                        →承認 

 北九州市の介護予防事業を受託し運営するにあたり，北九州市への福岡県作業療法協会 

 IPアドレスの提供について提案があった． 

 

3）協会員から紹介された研修案内の協会SNSでの広報について（田中聡企画委員会担当理事） 

                                        →承認 

 協会員から紹介された研修案内の協会SNSでの広報対応について提案された． 

 基本は理事会にて提案し承諾を得ることとなった． 

 

4）会員証のWEB発行システムへの移行について（佐藤事務局長）           →承認 

 会員証の発行において，効率化するためにWEB発行システムに移行したいと提案された． 

  

5）ジャーナル「作業療法・福岡」第21号における執筆依頼について（松本信雄学術部担当理事） 

                                        →承認  

 ジャーナル「作業療法・福岡」第21号における執筆依頼について以下のように依頼すること 

 が提案された． 

  澤田辰徳氏（東京工科大学） 

  酒井英顕氏（一般財団法人 操風会岡山リハビリテーション病院） 

  飯田真也氏（産業医科大学病院） 

  鎌田聡史氏（訪問看護ステーションあおぞら） 

2022年度第3回公益社団法人福岡県作業療法協会理事会議事録 
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6）教育部主催身体障害分野研修会講師選定について（青山克実教育部担当理事）    →承認    

 教育部主催研修会の講師選定において以下のように講師を依頼することが提案された． 

  丁子雄希氏（新潟リハビリテーション大学）  

 

7）北九州ブロック研修会の講師選定について（玉野和男北九州ブロック担当理事）   →承認 

 北九州ブロック研修会の講師選定について以下のように講師を依頼することが提案された． 

  佐伯覚氏（産業医科大学リハビリテーション医学講座 教授） 

 

8）福岡東ブロック研修会の講師選定について（松尾雅宜福岡東ブロック担当理事）   →承認 

 福岡東ブロック研修会の講師選定について以下のように講師を依頼することが提案された． 

 神谷正樹氏（国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター） 

 

9）正規会員の入会について（佐藤稔事務局長）                   →承認 

 令和4年5月21日から令和4年7月15日までの入会者59名の入会承認について提案された．また， 

 以下のようにＦ会員・Ｆ以外の会員比率において報告があった．  

 （7月15日現在）総会員数 3,273名 

 Ｆ会員以外（自宅会員含む）2,893名  88.4％ 

  ⇒自宅会員以外 2,634名・自宅会員259名  

 Ｆ会員  （自宅会員含む） 380名  11.6％  

  ⇒自宅会員以外 298名・自宅会員82名 

 

協議事項 

10）40周年式典の開催方法について（永田敬生事業部担当理事）             →承認 

 新型コロナウイルス感染者数増加に伴い，40周年式典の開催方法についてオンライン開催のみ 

 へ変更することについて提案された． 

 

11）第26回福岡県作業療法学会 福岡県に対する名義後援依頼について（松本信雄学術部担当理事） 

                                          →承認 

 第26回福岡県作業療法学会主催の市民公開講座，及びイベントにおける福岡県に対する名義後援 

 依頼先について提案された． 

 

12）第26回福岡県作業療法学会 講演動画の撮影・編集業者の選定について 

                          （松本信雄学術部担当理事）  →承認 

 第26回福岡県作業療法学会 講演動画の撮影・編集業者の選定について提案された． 

 つなぐ企画に依頼することとなった． 

 

報告事項 

13）当会の対面会議及び事業に関する開催許可基準について（竹中祐二代表理事） 

 当会の対面会議及び事業に関する開催許可基準について，対面会議を開催する場合は， 

 会長や三役に確認してくださいとの報告があった． 

 

14）令和3年度訪問リハビリテーション実務者研修会の運営における不祥事について 

                           （竹中祐二代表理事） 

 令和3年度訪問リハビリテーション実務者研修会の運営における不祥事について，謝罪等の 

 対応報告と対応依頼についての報告があった． 

 

15）士会員の倫理向上に向けた取り組みについて（竹中祐二代表理事） 

 職場でのハラスメントにおいて，倫理委員会で検討した内容を会員へチラシ配布し，啓発して 

 いくことの報告があった． 

 

16）会議費，令和5年度の事業計画等，令和4年度上半期事業報告等について（佐藤稔事務局長） 

 会議費の対応状況，令和5年度事業計画・予算，令和4年度上半期事業報告・決算の提出に 

 おいて報告があった． 
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17）次年度の研修会について（丹羽敦副会長） 

 次年度の研修会内容，費用等の検討について報告があった． 

 

18）団体生命保険について（深町晃次福利部担当理事） 

 太陽生命団体介護補償について太陽生命担当者がご紹介され，担当者からの制度の仕組み， 

 内容，申込等についての報告があった． 

 

Ⅸ．次回開催日 

 令和4年度 第4回理事会 

 日 時：令和4年10月3日（月）19：00～21：00   

 場 所：福岡県作業療法協会事務所 

 （※WEB会議での実施予定とする） 

 

Ⅹ．閉会の言葉 

 以上の議事進行をもって理事会が終了した． 
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各部・委員会からのお知らせ 

【教育部】 
1．各専門分野研修報告(すべてオンライン開催) 

1)令和4年度厚労省指定臨床実習指導者講習会 

 第1回：令和4年5月29(土)・30日(日) 

 参加者：97名  

2)福岡県作業療法協会コア研修 

 日 時：令和4年6月26日（日） 

 全体講義：石橋裕（東京都立大学）「作業療法 

 実践のための理論」 

 身障分野：藤本一博(茅ヶ崎新北陵病院)「作業 

 療法理論で見える臨床実践」 

 精神分野：野口卓也(慈圭病院)「健康と幸福を 

 促進するジティブ作業評価（APO-15）の紹介と 

 その活用方法」 

 発達分野：藤川貴子（(株)Like Lab保育所等訪 

 問支援事業Switch）「保育所訪問支援における 

 作業療法士の役割」 

 参加者：62名 

3)MTDLP事例の書き方研修会 

 日時：令和4年5月27日（金） 参加者：21名 

4)精神分野 

 日 時：令和4年7月23日（土） 

 テーマ：精神科作業療法の現状と今後の課題 

 講 師：村井千賀(石川県立こころの病院 

       認知症疾患医療センター副所長） 

 参加者：75名 

2．令和4年度教育部主催関連研修の予定(当面は

オンラインにて開催予定です) 

1)令和3年度厚労省指定臨床実習指導者講習会 

 日 時：第3回令和4年11月5日(⼟)・6日(⽇)  

2)身体分野 

 日 時：令和4年11月20日（日） 

 テーマ：身障領域におけるEBOTのための作業療 

     法研究法～臨床の中の探究を求めて～ 

 講 師：有久勝彦（関西福祉科学大学） 

    丁子雄希(新潟リハビリテーション大学) 

    友利 幸之介（東京工科大学） 

3)発達分野 

 日 時：令和4年10月16日（日） 

 テーマ：CO-OP実践編 

 講 師：塩津裕康(中部大学) 

4)老年期分野(現職者選択研修【選択】) 

 日 時：令和4年12月11日（日） 

 老年期の基礎知識： 

  高内志保(北九州リハビリテーション学院) 

 老年期作業療法の治療的枠組み： 

  青山克実(九州栄養福祉大学) 

 地域生活を支援する： 

  安藤栄二(株式会社RINSHO) 

 老年期の作業療法実践トピックス： 

  都甲幹太(介護老人保健施設あやめの里) 

5)MTDLP関連研修予定 

 MTDLP基礎研修 

  日 時：令和5年 1月22日（日）    

 MTDLP事例報告会 

  日 時：令和4年10月13日（木） 

      令和4年12月 2日（金） 

      令和5年 2月16日（木） 

 MTDLP事例の書き方研修会 

  日 時：令和4年11月17日（木） 

6)現職者共通研修 

 第1回：令和4年10月15日（土） 

 第2回：令和5年 1月21日（土） 

 各講座の定員100名予定 

 

【学術部】 

1.第26回福岡県作業療法学会関連 

1)準備会委員会 

 全体準備委員会： 

  7月 4日（Web会議）：29名 

  9月14日（Web会議）：33名 

 四役・局長会議 

  6月10日（Web会議）：7名 

  6月21日（Web会議）：8名 

  8月24日（Web会議）：8名 

 企画局： 

  6月29日（Web会議）：7名 

  7月23日（Web会議）：3名 

  8月19日（Web会議）：3名 

  9月 9日（Web会議）：8名 

 学術局： 

  8月 5日（Web会議）：3名 

 広報局： 

  6月16日（Web会議）：6名 

  7月21日（Web会議）：6名 

  8月18日（Web会議）：5名 

  9月15日（Web会議）：5名 

 会議検討内容 

 ・演題選定作業 

 ・学会誌作成作業 

 ・講師抄録の取りまとめ 

 ・名義後援依頼の準備と資料作成 

 ・企画関係に関する業者の取りまとめ作業 

2)演題募集： 

 登録演題：31演題 

 助成金事業対象者の演題：1演題    

3.ジャーナル「作業療法・福岡 第21号」 

1)特集「作業療法と自動車運転支援」 
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 執筆者： 

  澤田辰徳 氏（東京工科大学） 

  酒井英顕 氏（岡山リハ） 

  飯田真也 氏（産業医科大学病院）  

2)投稿論文：一論文投稿中 

3)査読員の増員を検討中 

 

【倫理委員会】 
1.事業企画会議 

 日 時：令和4年7月26日（火）10：00～ 

令和4年9月7日（水）10：00～ 

 方 法：オンライン会議 

 出 席：3名 

 内 容：倫理に関する周知・啓発について 

 

【広報部】 
1.事業企画会議 

 日 時：2022年8月29日（月）19時～20時 

 方 法：オンライン会議 

 内 容：1.県協会サイトについて 

     2.LINE公式アカウントの活用について 

     3.40周年記念事業について 

2.40周年記念式典実行委員会 

 日 時：2022年9月12日（月）19時～21時 

 方 法：オンライン会議 

3.会報発行 

 第149号（2022年10月15日発行） 編集 

 

【福岡ブロック】 
1.事業企画会議 

1)令和4年度福岡ブロック事業企画会議 

 第3回 令和4年8月4日(木)19時～20時(WEB会議) 

 参加者：9名 

2)令和4年度福岡ブロック学術部企画会議 

 第2回令和4年7月19日(火)19時～20時(WEB会議) 

 参加者：6名 

 第3回令和4年9月20日(火)19時～20時(WEB会議) 

 参加者：5名 

2.令和4年度福岡ブロック研修会 

1)第1回 

 令和4年7月8日(金)19時～20時30分(WEB研修) 

 テーマ：リハスタッフの為の急変対応 

 講 師：吉田拓哉先生(白十字病院理学療法士) 

 参加者：62名  

2)第2回 

 令和4年8月10日(水)19時～20時30分(WEB研修) 

 テーマ：クリニカルクエスチョンの作り方・ 

     文献検索の方法 

 講 師：平賀勇貴先生 

   （福岡国際医療福祉大学 作業療法学科） 

 参加者：42名 

3.令和4年度福岡ブロック主催事例報告および 

 検討会 

1)第1回 

 令和4年9月15日（木）19時～20時（WEB研修） 

 発表者：5名 聴講者：8名 

 

【北九州ブロック】 

<北九州ブロック> 

1.ブロック企画会議開催 

 日 時：令和4年7月4日（月）19:00～(Zoom) 

 日 時：令和4年9月5日（月）19:00～(Zoom) 

2.第1回北九州ブロック全体研修会 

 日 時：令和3年8月19日(金) 19:00～21:00 

 方 法：オンライン研修(Zoomミーティング) 

 テーマ：ビッグデータと事例から考える日本の 

    医療・介護の未来～作業療法の可能性～ 

 講 師：松田晋哉氏 

       (産業医科大学公衆衛生学 教授) 

 参加者：44名 

<小倉北･門司エリア> 

 エリア事業企画会議開催 

 日 時：令和4年9月6日（火）19:00～(Zoom) 

<小倉南･京築エリア> 

 エリア事業企画会議開催 

 日 時：令和4年7月11日（月）19:00～(Zoom) 

<八幡西･遠賀･中間エリア> 

1.エリア事業企画会議開催 

 日 時：令和4年8月18日（木）19:00～(Zoom) 

2.第2回北九州ブロック研修会 

 日 時：令和3年7月15日(金) 19:00～21:00 

 方 法：オンライン研修(Zoomミーティング) 

 テーマ：OTなら誰もが持っておきたいOBPの 

     視点（実践例を交えて） 

 講 師：藤本一博氏（茅ヶ崎新北稜病院 OT） 

 参加者：69名 

<八幡東・戸畑・若松エリア> 

 エリア事業企画会議開催 

 日 時：令和4年8月8日（月）19:00～(Zoom) 

 

【福岡東ブロック】 
1.事業企画会議 

1)第3回福岡東ブロック企画事業企画会議 

 日 時：2022年7月1日(金)19時～20時 

 場 所：ZOOM 

 内 容：第4回研修会排尿自立に向けての作業 

     療法士の関わりについて研修会を行う 

 参加者：2名＋業者3名 

2)第4回福岡東ブロック企画事業企画会議 

 日 時：2022年7月14日(木)19時～20時 

 場 所：ZOOM 

 内 容：7月22日開催に向けて．28日の研修会 

     アンケート結果に基づき対応を検討． 

 参加者：6名 

3)第5回福岡東ブロック企画事業企画会議 

 日 時：2022年8月23日(火)19時～20時 



 場 所：ZOOM 

 内 容：来年度予算案について 

 参加者：9名 

4)第6回福岡東ブロック企画事業企画会議 

 日 時：2022年8月30日(火)19時～20時 

 場 所：ZOOM 

 内 容：教育部と会議．来年度研修会調整 

 参加者：4名 

2.研修会報告 

1)2022年度第2回福岡東ブロック研修会 

 日 時：令和 4年 6月28日（火）19時～21時 

 講 師：吉岡奈々先生 

   （九州栄養福祉大学作業療法学科准教授） 

 開催方法：zoomオンライン研修会 

 テーマ：「心大血管疾患リハビリテーションに 

      おける作業療法の役割」 

 参加者：210名 

2)2022年度第3回福岡東ブロック研修会 

 日 時：令和4年7月22日(金)19時～21時 

 講 師：有久勝彦先生 

   (関西福祉科学大学リハビリテーション学科 

   作業療法学専攻准教授） 

 開催方法：zoomオンライン研修会 

 テーマ：臨床に活かせるリスク予測 

 参加者：112名 

 

【筑後ブロック】 
1.事業企画会議 

1)第3回筑後ブロック事業企画会議 

 日 時：令和4年8月15日（月）19:00～   

 方 法：web会議 

 出席者：9名 

2)八女・筑後地区事業企画会議 

 日 時：令和4年7月11日（月）18：00～ 

 方 法：web会議 

 出席者：4名 

3)有明地区事業企画会議 

 日 時：令和4年7月21日（木）16：30～  

 方 法：web会議 

 出席者：3名 

4)朝倉地区事業企画会議 

 日 時：令和4年7月8日（金）19：00～  

 方 法：web会議 

2.研修会 

1)令和4年度朝倉地区研修会 

 日 時：令和4年7月15日（金）19：00～21：00 

   （受付開始18：45） 

 方 法：Zoom研修 

 テーマ：「朝倉地区における作業療法支援」 

 講 師：古賀大亮氏(医療法人社団俊聖会甘木 

           中央病院作業療法室主任) 

 参加者：OT9名，一般1名 

2)令和4年度第1回筑後地区ブロック分野別研修会 
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 日 時：7月10日 

 方 法：YouTube配信 

 身体障害分野 

 テーマ：心不全って？どうなるの？～基礎知識 

     と心不全ステージにおける考え方～ 

 講 師：山田雄太郎先生 

    （医療法人三井会神代病院作業療法士） 

 参加者：25名 

 地域老年期分野 

 テーマ：トップダウンの評価からアプローチの 

     考え方 

     ～各ステージや予後予測を踏まえての 

     作業療法の展開の仕方を考える～ 

 講 師：木村伸一郎先生 

 （有限会社いきいきリハビリケア作業療法士） 

 参加者：13名 

 精神障害分野 

 テーマ：明日からのプログラムに使える認知機 

     能と身体機能の知識 

 講 師：恒松伴典先生（神代病院作業療法士） 

 参加者：19名 

 発達障害分野 

 テーマ：「遊び・ニーズ・寄り添うということ 

      ～ASD児の関わり方と家族支援～」 

 講 師：金納広勝先生  

     (若楠児童発達支援センターリハビリ 

      テーション課作業療法士) 

 参加者：9名 

 

【筑豊ブロック】 
1.研修会報告 

1)第1回筑豊ブロック研修会（人材育成分野） 

 日 時：令和4年8月26日 19：00～ 

     オンライン開催にて 

 テーマ：「これからの人材育成～教育現場の 

      現状と方向性」 

 講 師：青山克実氏（九州栄養福祉大学） 

 参加者：36名 

2)第3回筑豊ブロック研修会（身体障害分野） 

 日 時：令和4年9月2日 19：00～ 

 オンライン開催にて 

 テーマ：「作業療法士が福祉用具を選定する 

      ポイント」 

 講 師：櫻木美穂子氏（北九州福祉用具プラザ） 

 参加者：56名 

2.会議報告 

1)第3回筑豊ブロック事業企画会議 

 日 時：令和4年8月17日 19：00～ 

     オンライン開催にて 

 参加者：18名 

 議 題：研修会について等 
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株式会社シダー 

あおぞらの里 訪問看護ステーション 

【募集職種】 作業療法士・理学療法士 

【募集人員】 ① 下関訪問看護ステーション：2名 

       ② 行橋訪問看護ステーション：2名 

       ③ 小文字訪問看護ステーション：1名 

       ④ 和白訪問看護ステーション：1名 

【雇用形態】 常勤・非常勤 

【給  与】 [常勤] 月額211,020～306,630円 

        資格手当40,000円，加給13,000～19,000円 

       [非常勤] 時給1,450円 

【賞  与】 [常勤] 3.2ヶ月分， [非常勤] 20,000円 

【勤務時間】 [常勤] 8：30～17：00， [非常勤] 応相談 

【休  日】 [常勤] 土日 その他，[非常勤] 応相談 

【そ の 他】 交通費 実費支給（上限24,000円） 

【所 在 地】 ①山口県下関市伊崎町1-1-9 2F 

        ②行橋市大字道場寺1409-5 

       ③北九州市小倉北区大畠1-7-20 

       ④福岡市東区和白東1-16-10 

【窓  口】 ①TEL：093-541-1065 担当：久保 歩美  

 ②TEL：083-228-3833 担当：熊谷 恵 

 ③TEL：093-541-1065 担当：中山 奈美 

 ④TEL：092-605-7811 担当：鶴田 ひとみ 

医療法人 若葉会 九州鉄道記念病院  

 

【募集職種】 作業療法士 

【募集人員】 2名 

【雇用形態】 正社員 

【給  与】 187,600～290,000円 

             賃金幅は経験能力による 

【賞  与】 年2回 支給3.8カ月（前年度） 

【勤務時間】 8：30～17：25 

【休  日】 週休2日制 

（土・日・祝はシフトにより月1回程度出勤の可能性

あり）※有給休暇取得は，全国平均を超える取得率

です． 

【福利厚生】 厚生年金保険，健康保険，雇用保

険，労災保険，被服の貸与，職員用食堂，院内託児

所など 

【そ の 他】 通勤手当，住宅手当等 

       （当院規定による） 

【備  考】 

当院は令和2年4月よりJR九州から医療法人若葉会が

経営を継承した236床のケアミックス病院です． 

【連 絡 先】 

福岡県北九州市門司区高田二丁目1-1 

℡093-381-5661 担当名：総務課 吉原 

Eメール： t.yoshihara@krm-hospital.com 

医療法人輝栄会 福岡輝栄会病院  
 

【募集職種】 作業療法士 

【募集人員】 2名  

【雇用形態】 正職員  

【給  与】 216，500円～  

【賞  与】 約3か月  

【勤務時間】 ①9：00～18：00  

       ②7：30～16：30（回復期） 

【休  日】 月9日（2月は8日） 

       リフレッシュ休暇年間3日付与  

【福利厚生】 医療補助，制服貸与  

       提携保育園あり（保育料補助あり） 

【そ の 他】 交通費（上限15,000円/月） 

【病 床 数】 259床 

【連 絡 先】 

 住所：福岡市東区千早4-14-40 

 TEL：092-681-3115  

 担当者名：総務課 草場 

 mail:soumu@kieikai.ne.jp 



Occupation   
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クラスターを経験して学んだこと  
                       

     医療法人 恵愛会 福間病院  

             戸畑 葵子 

 

この度はoccupation執筆に関わらせて頂き，大変光栄に思います． 

 私の勤めている福間病院は，まず病院のシンボルである薬医門を抜けると，約3万坪という広い敷地内

に外来棟や目的別に分かれた９つの病棟，日本で最初に認可を受けたデイケアがあり，周囲には関連施

設として就労支援センターなどの入院から退院後の生活までトータルな治療支援を可能にする施設を完

備しています．またガーデンホスピタルともいえる季節の花々が咲き自然豊かな環境で，屋外を利用し

た幅広いリハビリテーションを提供できるのも特徴の1つであると思います． 

 私は作業療法士として働き出して，3年目になります．救急・急性期病棟～一般・療養病棟まで幅広く

ある中で，現在は療養病棟で療養病棟配置のOTとして，精神科作業療法の他にも患者さんの日常生活面

をサポートしています．私の所属している病棟の特徴としては，閉鎖病棟で統合失調症圏の方が９割を

占めています．患者さんの年齢層も幅広く，入院期間が10年を越える長期の方から1年未満の短期の方に

分かれています．そのため，維持期の患者さんに対しては，QOL向上や身体機能の維持を目的にしたプロ

グラムの実施．継続入院や救急病棟での入院期間を越えた方に対しての退院・生活支援を行っていま

す． 

私が入職する少し前から新型コロナウイルス感染症が流行し，福間病院も外出や外泊の制限，感染対

策のためOTプログラムの変更，毎年行っていた行事の中止など変化の多い年であった事を覚えていま

す．3年経った今も感染は落ち着かず，私のいる病棟でもクラスターが発生し，病棟を1か月程閉鎖する

経験をしました．その際作業療法士としてではなく，応援スタッフとして病棟に勤務をしました．当初

は何をしていいか分からず，病棟スタッフと関係性を築く中で，病棟業務を覚えることから始めまし

た．防護服やN95マスクを着用しての業務のやりづらさ，通常の作業療法を提供できない辛さ，作業療法

士としての役割について悩んだ事もありました．その中で気づきも多くあり，活動がない日の生活の様

子や，食事や入浴時の日常生活面に介入する機会があった事で，Nsからの情報のみで，評価が出来てい

ない部分がたくさんあることを知ることができました．病棟スタッフの一員として，クラスターが発生

した病棟業務は大変でしたが，それ以上に色々なことが制限された中で，入院生活を送る患者さんも生

活しづらさを感じており，ストレス・不安を抱え精神症状が悪くなる方もいました．そのような方に寄

り添うことができるのも私自身悩んでいたOTの役割の一つであることに改めて認識することができまし

た． 

クラスター発生後の現在は，病棟にPSWや事務などの色々な部署の職員が入っていたことから，多職種

連携がより一層強まった気がします．OTも活動以外に，食事や清掃の場面に介入する事で，日常生活に

合わせた関わりができるようになりました．ケースカンファレンスをした際も活動面含め，今まで自信

のない部分も多かった日常生活面の評価もOTの視点から伝えられる事が増えました．併せてNsスタッフ

にOT活動に参加してもらうことで，活動中の患者さんの一面を見てもらったり，集団の場に中々くるこ

とができない患者さんの誘導を行ってもらったりとお互いに協力していく事が増えました．Nsスタッフ

に入ってもらうことで，活動内容に関して「こんな活動取り入れてもいいかもね」とNs視点からのアド

バイスを頂くこともあります．クラスターが病棟で発生した際は，正直辛いこともありましたが，私自

身，気づきもたくさんあり，貴重な経験ができたと感じています． 



現在，滞っていた退院支援なども再び動き始めているため，感染対策を踏まえながら臨機応変に対

応していきたいです．また今後活動を展開していく中で，私も3年目とまだ未熟なため，研修会・勉

強会などに積極的に参加し，知識，技術とも身につけていきたいと思います．コロナウイルスの終息

はまだ見えてきませんが，その中でできることを見つけ日々頑張っていきたいです． 
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リレーエッセイ 
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       社会医療法人共愛会あやめの里デイケア 

木村 誉志江 

 

 初めまして．北九州市にある社会医療法人共愛会あやめの里デイケアに所属している木村誉志江と

申します． 

 紹介してくれた惠良いぶきさんは中学校の同級生です．卒業してから久しぶりの再会は，なんとOT

研修会でのグループワーク．その時初めてお互いOTだったことが発覚しました．それからというも

の，惠良さんが私の同期と専門学校が一緒だったこともあり，同期含め三人でよくオンライン飲み会

をしたり職場の先輩主催の勉強会に参加したりしました．惠良さんの公私共々目覚ましい躍動にいつ

も良い刺激を受けており，新たな家庭や職場での環境にも楽しみながら適応していくのだろうなと

思っています． 

 私は今年度からデイケアに異動しましたが，以前は四年間当法人のデイサービスに所属していまし

た．デイサービスではリハ職一人であったため配属当初はOTの役割は何だろうと悩みました．利用者

全体を俯瞰して気付いた特徴は，日常生活の中で「自己選択」の場面が少なく受動的な生活を送って

いる方が多いことでした．そのような生活が常態しているため，「何かしたいことはありますか」と

尋ねられても「分からない」「特にありません」と答える方が大半でした．そこで，興味が湧く作業

を自ら選択して取り組んでもらうことで，生活意欲の変化をもたらしたいと考えました． 

 まず利用者一人ひとりへ作業アンケートを聴取し，つぎに興味ある作業が共通した方々を集めた小

集団活動や募集型企画のクラフト活動を実施しました．私たちからしたら些細だと感じる選択も，要

介護高齢者からすると大きな心の変化に繋がります．休みがちな利用者が継続して来所できたり，閉

じこもり傾向の利用者が活動に必要な物品を事前に買ってきてくれたり（後日物品代は返金していま

す）社会参加に変化がみられました． 

 これらの活動を実施するにあたって，OT一人で行える限界も痛感したため，介護士や看護師を巻き

込んで協力を依頼しました．OTが考えていることを他職種へ分かりやすく言語化し伝達することは時

間を要しましたが，組織の中でOT脳が分配され継続したサービスが提供できたと考えています．快く

引き受けてくださった職員の方々にも感謝しております． 
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異動の際の手続きについて 

 

 職場・自宅等の変更のあった方は，必ず文書で

県協会事務局へご連絡下さい. 

 協会ホームページ(http://www.fuku-ot.org/)

へアクセスし，入会・異動・退会の項から届出用

紙をダウンロードして下さい. 

 用紙に異動前・後の施設名，郵便番号，住所，

電話番号を明記して下さい.自宅住所の変更もお

忘れなくお願いします. 

 ご不明な点は，福岡県作業療法協会事務所まで

お問い合わせ下さい. 

TEL  093－952－7587 

 

編 集 後 記 
  

 会員の皆様，日頃より当協会へご支援，ご協力

いただき，誠にありがとうございます．今年度，

当協会は創立40周年を迎えます.10月1日には記念

式典および記念講演会が開催されますので，会報

第149号が皆様のお手元に届く頃は記念式典およ

び記念講演の後になります．40周年記念式典およ

び記念講演は新型コロナウイルス感染症の感染拡

大防止のためオンラインでの開催となりました．

50周年記念式典の際はきっと対面方式で多くの方

いご参加いただき，盛大な祝賀会も開催できてい

ることでしょう．これから10年何が起きるか分か

りませんが，公益社団法人福岡県作業療法協会が

存続していくためには，会員の皆様お一人お一人

のご協力が必要です．今後とも当協会の活動への

ご支援・ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上

げます．   

  （広報部 許山） 


